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ンの免疫学的研究中(第lfU)椅各種:結核ワクチ

山本健一
(北海道大学結夜研究所高橋義夫教授)

走

山田豊治教授)

久世彰

(北海道大学r~塁手部第一内科

乾燥呈の 100倍の中性蒸溜水を加え， 1000C 15分間ずつ3

回加熱し， その上消をとって Seitzで鴻過したものであ

る。血計!?は1.5.%アラピヤゴム生理下J食塩水で倍;欽稀釈し

た。民15は型の如くJEi':';i法を用い， 21時間半後に判定したっ

ili) 赤血球凝集反応.))，G); 抗日半血球を用いた。血球は

われわれの作ったソートγ!日ツベルタリ y原液の 20倍稲

沢液で:'!Ij'<;{乍した。血球および盈tì'~lは 5F4 グリセリ γカ日生理

的食塩水で711沢した。(血は型の通りである。

各免疫群の2つの抗体何とツベルグリ y.アレルギ同

の推移を追究した成症を結合して図示する。

i) ツベルグリ γ ・ア νルギ~. 各群とも5;題目で
最高に達し， II 週日には低下した。 3(，(0中， BCG免疫治

においては発赤のみならず夜結の出現も長も強かった。

ii) 沈降反応: 全体として，沈降反応のii'j民もn寺間
的にはツペルグリ y ・アレルギーと同肢で、あったが，個々

の場合について見ると，この2つの反応の間に平行関係は

認められなかった。本皮応でも BCG免疫群が最も弧く，

7週では36倍(JQ何ljl均)で五支出{立を示した。 死直:~，疫の

2群の問には殆ど&具は凡られず， それらの殻高値は 16

倍前後で・あった。

iii)赤町成凝集反芯: 各群とも 3週日ではほい債を

示したが，以後上昇した。 BCG免疫訴とマーゾニ y死Ni

免疫潜はともに 7週で段高に迭した。そのr~iは BCG群 446

倍，マーゾニ y死菌滑引f苦(¥，ザれも幾何平均)であった。

一方，ブ庁ルマリ y死菌群の最高値は 140倍で，それは9

週日に見られた。死菌免疫の2:鮮では以後いずれも，反応
は低下した。これに民し， BCG免疫併は II週目まで400

倍の高{置を維持し， 14週日になってはじめて，3に低下した。

む

実験成績

びす

結段免疫の機f~;を検討する目的で、われわれは，まず手

初めに3醸の結援ワグチyでウザギを免疫し，ツペルグリ

シ皮膚アレルギ勺沈降反応および赤血球凝集反応の能移

をiliigeしたの

実験材料及び方法

1) {jQ用したワグチy

i) ブ庁ルマリ γ死苗ワグチy斗:強奇ー人型菌f中野株を

グリセリ γ馬令薯で培廷し，これをソ{ト y培地に移し 18

日間培養し，その苦言膜をlOmg!ccの割合で・0.5%7 -<-)レマ

リ y生理 'J!~食塩水に浮遊させ 7 日間 3rc ブラ ν探内に

放置したもの。

ii) ，マ{ゾエ y死萄ワクチ y2); i)と問機にして， 1 

万倍マーゾ :=.y生理拘食塩水を用いて調製シj"こもの。

なお，これらの死菌ワグチyは小川培地に Imgずつ

堵丑， 8週間視察して生宣言が宰在しないことを確めた。

iiiJ BCG生首ワグチ y; ソート y2代 10日培養の

ものから 10mg'c巴の生理'J'-)食塩水浮遊液を作った。 この

生活単位はlO-omgで第 l回免疫に使用したものはお，

第2回，第3回目のものはそれぞれ30，31であった。

2) 免疫方法

30倍同ツペルタリ y液でツペルグリ y)3乙虫食性なるこ

とを11在めた各群8顕のウサギに，それぞれ上記3種のワグ

チyを週間隔で 10mgずつ3回， 計30mgを側腹部

皮下iこ接種した。

以上のように免疫した3鮮のウサギについて，免疫終

j 後3週目より隔週， 上記の3反応を同時に実施し 14週
♂-におよんだ。

iJ ツベルグリ y アレルギー 100倍!日ヅペルグリ

シ液を0.1ccずつウサギの背部に，実施毎t三l易日庁を変えて

皮内接種し， 24時間後に変化を視察した。

ii) 沈降反応3);抗原は人型古a山B株の8週培養の弱

体をアルコール・エーテル等五l:i{l(で、十分j助活し，かくして

... 
f 

ヅペルタリ y ・アレルギー，沈降反応および赤血球i疑

.~~~詳と生物王手第 27 t&第3;aに!ii表した。本論文は特
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第 1図

JUJt!，と:，~工 BCG 侃「支Jfi-ltこおいて肢も~út く fH羽した。 この3

つの反!，è.~を動物個々の場合について見ると，必ずしも平行

関係は見られなかった。 NPちツベルグリ y ・アレルギーが
曳く現われても，他の2つの反応がJj乱、場合もあり，また

その)i立もあった。沈降反応と血球凝集反応についても同級

であった。

なお木研究i土日下説付中である。
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